
 

 

歩掛参考見積募集要領 
「件名：溢流堤アユふ化施設清掃等作業（仮称）（施工歩掛参考見積書）」 

 
次のとおり歩掛参考見積を募集します。 

 
令和５年６月１日 

独立行政法人水資源機構    

長良川河口堰管理所長    

荒川 敏之   

 

１．目的 

この施工歩掛参考見積募集要領は、独立行政法人水資源機構で予定している作業（以下、「本作

業」という。）の積算の参考とするため、施工歩掛を募集するものです。なお、この募集要領は、

本作業の指名及び競争参加資格をお約束するものではありません。 

 

２．施工歩掛参考見積書提出の資格 

（１）水資源機構における令和５・６年度一般競争（指名競争）参加資格業者の認定を受けて

いることとします。 

 

（２）営業に関し法律上必要とされる資格を有していることとします。 

 

（３）当機構から「工事請負契約に係る指名停止等の措置要領」（平成６年５月 31 日付け６経

契第 443 号）に基づき、木曽川水系及び豊川水系関連区域において指名停止を受けていな

いこととします。 

 

３．施工歩掛参考見積書の提出等 

施工歩掛見積書は次に従い提出してください。 

（１）見積書は別紙－１の施工歩掛参考見積記載例を参考とし、施工歩掛は作業項目毎の直接労務

等員数を記載して提出して下さい。別紙－１の施工歩掛参考見積記載例は、実績に基づく想定

数量及び構成となっておりますので、見積内容と相違がある場合は、別途計上して下さい。 

なお、見積書の様式は問いません。 

 

（２）提出期間 令和５年６月８日（木）から令和５年６月１４日（水）まで 

持参する場合は、上記期間の土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日、午前９時

から午後５時まで 

 

（３）提出先 

独立行政法人水資源機構 長良川河口堰管理所長 荒川 敏之 宛 

【担当】管理課 永田 

〒511-1146 三重県桑名市長島町十日外面136番地 

TEL：0594-42-5012  FAX：0594-42-5020 

E-mail：ryo_nagata@water.go.jp 

 

（４）提出方法 

書面は持参、郵送、ＦＡＸ又はメール（社印があること）により提出して下さい。 

 

４．見積内容 

  以下の内容について、別紙－１の施工歩掛参考見積記載例の項目に合わせて見積して下さい。 

○ アユふ化水路清掃等作業工 



 

※見積仕様書及び参考図を参照して下さい。 

※別紙－１の「施工歩掛参考見積記載例」のオリジナルデータは当管理所ホームページから

ダウンロード出来ます。ご不明な場合はご連絡下さい。 

 

工事費を構成する技術者の職種と定義 

国土交通省が公表している「令和５年度公共工事設計労務単価」における「職種区分及び

定義・作業内容」によるものとします。 

共通仮設費・現場管理費及び一般管理費等については別途計上しますので、これらを除く

直接労務費及び機械器具費の見積をお願いします。 

 

見積有効期限 

本見積の有効期限は、令和６年３月 31 日までとして下さい。 

 

５．本募集要領に対する質問 

この依頼書に対する質問がある場合においては、次に従い、書面（様式は自由）により提出

して下さい。 

（１）提出期間：令和５年６月２日（金）から令和５年６月６日（火）まで 

持参する場合は、上記期間の土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日、午前９時

から午後５時までの間に、（２）の提出先に届けて下さい。 

 

（２）提出場所：３．（３）に同じ。 

 

（３）提出方法：３．（４）に同じ。 

 

６．質問に対する回答 

質問に対する回答書は、次のとおり閲覧に供します。 

（１）期間：令和５年６月８日（木）から令和５年６月１４日（水）まで 

 

（２）方法：ホームページに掲載します。 

 

７. 施工歩掛参考見積書作成及び提出に要する費用 

歩掛参考見積書提出者の負担とします。 

 

８．ヒアリング 

提出していただいた見積書について、ヒアリングを実施することがあります。 

 

９．その他  

（１）この参考見積依頼書をご提出いただいたことで、本作業の指名又は競争参加資格を

お約束するものではありません。  

 

（２）ご提出いただいた参考見積書は、積算の目的以外には使用いたしません。 

 

－以 上－  



【別紙-１】
施工歩掛参考見積記載例
本件の施工歩掛参考見積として、下表の着色部分に数値を記載してください。

なお、お見積り頂く内容は、１回当たりの歩掛等となります。

土木一般
世話役

特殊
作業員

普通
作業員

軽作業員 とび工 溶接工 潜水士
潜水

連絡員
潜水

送気員
普通船員 高級船員

26,500 24,200 21,300 16,100 28,400 29,700 45,000 29,400 25,800 23,600 30,900

アユふ化水路清掃等作業工 1 式 1

取水部準備工 取水部及び取水部ろ過材の清掃 1 回 0 1

　トラック（クレーン装置付き） 4t級、吊り能力2.9ｔ 時間

　トラック（普通型） 1.5t積 時間

　小型渦巻ポンプ(エンジン駆動) 口径φ40mm、全揚程30m 日

　高圧洗浄機(エンジン駆動) 35～70L/min 、14.7MPa 日

　汚泥吸排車 8t、吸入管径φ75mm 時間

　諸雑費率 ％ 0

　　※諸雑費は、直接施工に必要な機械等器具費、消耗品、雑材料、燃料費とし直接労務費に対する比率を計上して下さい。

アユふ化水路清掃工A
大水路部、小水路部、整水池部及び
水路部ろ過材の清掃

1 回 0 1

　トラック（普通型） 4ｔ積 時間

　トラック（普通型） 1.5t積 時間

　小型渦巻ポンプ(エンジン駆動) 口径φ40mm、全揚程30m 日

　高圧洗浄機(エンジン駆動) 35～70L/min 、14.7MPa 日

　汚泥吸排車 8t、吸入管径φ75mm 時間

　諸雑費率 ％ 0

　　※諸雑費は、直接施工に必要な機械等器具費、消耗品、雑材料、燃料費とし直接労務費に対する比率を計上して下さい。

アユふ化水路清掃工B 小水路部及び整水池部の清掃 1 回 0 1

　トラック（普通型） 1.5t積 時間

　高圧洗浄機(エンジン駆動) 35～70L/min 、14.7MPa 日

　小型渦巻ポンプ(エンジン駆動) 口径φ40mm、全揚程30m 日

　汚泥吸排車 8t、吸入管径φ75mm 時間

　諸雑費率 ％ 0

　　※諸雑費は、直接施工に必要な機械等器具費、消耗品、雑材料、燃料費とし直接労務費に対する比率を計上して下さい。

仮設備設置撤去 空気供給装置及び寒冷紗の設置撤去 1 回 0 1

　トラック（普通型） 4ｔ積 空気供給装置設置撤去 時間

　トラック（普通型） 1.5t積 空気供給装置設置撤去 時間

　トラック（普通型） 1.5t積 寒冷紗設置撤去 時間

　諸雑費率 ％ 0

　　※諸雑費は、直接施工に必要な機械等器具費、消耗品、雑材料、燃料費とし直接労務費に対する比率を計上して下さい。

想定
施工数量

金額
（参考）

工事内容 規格 摘要 数量 単位



 

 

 

溢流堤アユふ化施設清掃等作業（仮称） 

 

 

見積仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年５月 

 

 

独立行政法人 水資源機構 

長良川河口堰管理所 
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第１節 一般施工 

１．目的 

本作業は、アユふ化事業及び銀毛アマゴ放流事業のために水路の清掃と付属施設の設置等

を行うとともに、清掃に伴い発生する堆積土の処分を行うものである。 

 

２．共通事項 

（１）受注者は、船着場付近で作業を行う際は、第三者が作業範囲に侵入しないよう安全

対策を行うものとする。 

（２）施工時は、周辺の管理施設を損傷しないよう十分注意することとする。 

（３）受注者は、水上作業及び水辺周辺の作業においては必要な保護具に加え、救命胴衣

（ライフジャケット）を着用するものとする。また、施工にあたり作業員が河川内に

墜落（落水）した時の対処のために、浮き輪等を現場に備え付けるなど安全対策に万

全を期すものとする。 

 

第２節 アユふ化水路清掃等作業工 

１．取水部準備工 
（１）作業時期については９月を予定しており、作業実施日は監督員より指示するものとす

る。 
（２）貸与する取水ゲート開閉機及び支給する新しいろ過材は、監督員と現地にて確認した

場所からトラックで運搬するものとする。 

（３）取水ゲート開閉機を据付け、長良川本川から取水部への流入を遮断するものとする。 
（４）取水部ろ過材（ネット入）をステンレス製カゴから取り出し、アユふ化路内にて、ろ

過材の付着物を洗浄するものとする。 

（５）経年劣化により劣化した古いろ過材については、新しいろ過材と交換するものとする。 

（６）ろ過材取り出し後、高圧洗浄機等を用いて、取水部内を清掃し、堆積土の除去を行う

ものとする。 

（７）付着物、堆積土はアユふ化水路外の下流に流さないよう汚泥吸排車等で適宜取り除き、

監督員と現地にて確認した場所へ移動するものとする。 

（８）清掃後、ろ過材を清掃前の位置に設置するものとする。 

（９）清掃後、取水ゲート開閉機により長良川本川から取水できる状態に戻すものとする。 

（10）取水ゲート開閉機は、トラックで監督員と現地にて確認した場所に返納するものとす

る。 
 

２．アユふ化水路清掃工Ａ 
（１）作業時期については９月を予定しており、作業実施日は監督員より指示するものとす

る。 

（２）貸与する角落とし（アユふ化事業用）及び支給する新しいろ過材は、監督員と現地に

て確認した場所からトラックで運搬するものとする。 

（３）清掃前にアユふ化水路部にある既設の角落とし（アユふ化事業用）を撤去するものと

する。 
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（４）アユふ化水路（大水路部・小水路部）の各既設ろ過材（ネット入り）をカゴから取り

出し、付着物を洗浄するものとする。 

（５）経年劣化により劣化した古いろ過材については、新しいろ過材と交換するものとする。 

（６）ろ過材取り出し後、高圧洗浄機等を用いて、アユふ化水路部（大水路部・小水路部・

整水池部）の堆積土砂等除去・洗浄・清掃を行うものとする。 

（７）付着物、堆積土はアユふ化水路外の下流に流さないよう汚泥吸排車等で適宜、取り除

き、監督員と現地にて確認した場所へ移動するものとする。 

（８）清掃後、ろ過材を清掃前の位置に設置するものとする。 

（９）清掃後に角落とし（アユふ化事業用）をアユふ化水路部に設置するものとする。 

 

３．アユふ化水路清掃工Ｂ 
（１）作業時期については 11 月下旬頃を予定しており、作業実施日は監督員より指示する

ものとする。 

（２）貸与する角落とし（アマゴ放流事業用）は、監督員と現地にて確認した場所からトラ

ックで運搬するものとする。 

（３）アユふ化事業後、高圧洗浄機等を用いて、アユふ化水路部（小水路部・整水池部）を

清掃し、堆積土の除去を行うものとする。 

（４）堆積土はアユふ化水路外の下流に流さないよう汚泥吸排車等で適宜取り除き、監督員

と現地にて確認した場所へ移動するものとする。 

（５）アマゴ放流事業前にアユふ化水路部に角落とし（アマゴ放流事業用）を設置するもの

とする。 

（６）アマゴ放流事業後に角落とし（アユふ化事業用・アマゴ放流事業用）をトラックで監

督員と現地にて確認した場所に返納するものとする。 

 

４．仮設備設置撤去工 

（１）空気供給装置設置 

①作業時期については９月を予定しており、作業実施日は監督員より指示するものと

する。 

②貸与する空気供給装置（散気管及び接続用ホース）は、監督員と現地にて確認した

場所からトラックで運搬するものとする。 

③大水路側（幅約８ｍ、長さ約 100ｍ）の底部に空気供給装置を設置するものとする。 

（２）空気供給装置撤去 
①作業時期については12月頃を予定しており、作業実施日は監督員より指示するもの

とする。 

②監督員の指示する時期に、設置した空気供給装置の撤去作業を行い、トラックで監

督員と現地にて確認した場所に返納するものとする。 

（３）寒冷紗設置 

①作業時期については９月を予定しており、作業実施日は監督員より指示するものと

する。 

②貸与する寒冷紗等（寒冷紗、展開用のワイヤー、金具他（支柱 10 本含む）、シュロ
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取付用ロープ(約 120 本程度)）は、監督員と現地にて確認した場所からトラックで

運搬するものとする。 

③大水路側（幅約８ｍ、長さ約 100ｍ）の範囲に寒冷紗等を設置するものとする。 

（４）寒冷紗撤去 
①作業時期については12月頃を予定しており、作業実施日は監督員より指示するもの

とする。 

②監督員の指示する時期に、設置した寒冷紗等の撤去作業を行い、トラックで監督員

と現地にて確認した場所に返納するものとする。 

 

以 上。 

 



 

 

 

溢流堤アユふ化施設清掃等作業（仮称） 

参考資料 

 

本参考資料は、溢流堤アユふ化施設清掃等作業（仮称）の見積仕様書、第２

節１．取水部準備工における「取水ゲート開閉機」の設置及び取り外し要領書

である。 
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